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令和８年３月１９日 

 

 

白老町議会 

   議長 小 西 秀 延  様 

 

 

広報広聴常任委員会     

委員長 長谷川 かおり  

 

 

所管事務調査の結果報告について 

 

 本委員会は、所管事務調査を終了したので、その結果を次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 調査事項 

 （１）議会広報誌の編集及び発行に関する事項 

 （２）議会広報・広聴の実施に関する事項 

 （３）議会広報・広聴の調査及び研究に関する事項 

 

２ 調査の方法  事務調査及び出前トーク 

 

３ 調査日程 

 （１）常任委員会 

   令和 ７年１２月１０日（月） 

   令和 ７年１２月１６日（火） 出前トーク（参加者：１４名） 

   令和 ８年 ３月１８日（水） 

 （２）小委員会 

   令和 ８年 ２月２６日（木） 

   令和 ８年 ３月１２日（木） 
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４ 出席委員 

  委 員 長  長谷川 かおり   副委員長  田 上 治 彦 

  委    員  水 口 光 盛   委  員  氏 家 裕 治 

  委    員  飛 島 宣 親   委  員  前 田 弘 幹 

  委    員  森 山 秀 晃   委  員  佐 藤 雄 大 

  委    員  前 田 博 之   委  員  貮 又 聖 規 

  委  員  森   哲 也   委  員  西 田 祐 子 

  委  員  広 地 紀 彰   議  長  小 西 秀 延 

 

５  職務のために出席した者の職・氏名 

  事務局長  本 間 弘 樹   主  幹  小山内   恵 

書  記  鈴 木 領 祐 

 

６ 調査報告 

本委員会は所管事務調査として、議会広報誌の編集及び発行に関する事項、議

会広報・広聴の実施に関する事項、議会広報・広聴の調査及び研究に関する事項

の調査を終了したことから、次のとおり報告する。 

 

（１）常任委員会（出前トークの実施、議会報告会の検討） 

令和７年 12 月 16 日に、白老町再生可能エネルギー連絡協議会からの申請を

受け、「白老町内の６つのメガソーラー計画について」をテーマに出前トークを

実施した。14 名が参加され、現在進行しているメガソーラー計画について、町

民が感じる懸念点や計画への反対の意向、条例改正の要望が挙げられた。 

なお、開催報告は別紙のとおりである。 

また、令和８年議会報告会は動画配信により行うことに決定した。６月の公

開を予定し、順次作成を進めていく。 

 

（２）小委員会 

① 議会広報誌の編集・発行 

議会だより第 194 号の編集･発行を行った。 

② 議会広報・広聴の実施 

報告会実施に向け企画・調整を行った。 

   ③ 議会広報・広聴の調査・研究 

     議会活動のより効果的な情報発信について検討を行った。 



様式第３号（第６条関係） 

 

白老町議会出前トーク開催報告書 

 

令和７年１２月２５日 

 

広報広聴常任委員長 長谷川 かおり 様 

 

代表者氏名 田上 治彦  

 

出前トークの開催を終了したので、以下のとおり報告いたします。 

 

開催日時 
 令和７年１２月１６日（火） 

  １５時００分 ～ １６時２８分 

開催会場  白老町コミュニティセンター ２０１号室 

派遣議員  広報広聴常任委員会（全委員）、小西議長 

出席者  白老町再生可能エネルギー連絡協議会 

出席者数  松田謙吾会長ほか１３名（派遣議員を除く） 

トーク内容 

【テーマ】白老町内の６つのメガソーラー計画について 

（１）大西事務局長による懸念事項に関する説明 

・石山地区の計画は、地盤がゆるい土地でありウヨロ川の

氾濫による被害が度々あることから、浸水時は漏電、感

電による人身被害が想定される 

・津波の際には萩の里自然公園へのアクセスに支障が出る 

・萩の里自然公園は、環境省が選定する生物多様性保全上

重要な里地里山となっており、白老町自然環境等と再生

可能エネルギー発電事業との調和に関する条例第８条



に基づき禁止区域に指定すべき 

・石山地区の計画の一つはキャンプ場付近であり、工事や

発電施設稼働後の騒音でイメージダウンによる観光業

への悪影響が予想される 

・白老川上流の計画では、何らかの原因でソーラーパネル

が破損した場合、有害物質が河川に流出することも否定

できない 

・竹浦地区の計画は最も規模が大きく、火山礫が厚く堆積

する地質条件にあることから、土砂災害、河川への土砂

流出、山林火災が懸念される 

・仮に２億 3,000万円の固定資産税があったとしても実質

収入は 5,400万円ほどになるため、観光や一次産業のイ

メージ悪化、災害時や将来的なパネル廃棄リスクを考慮

するとこの金額では賄えない 

 

（２）参加者からの意見 

・議員の皆さんと一体となって厳しい条例をつくって規制

したい 

・メガソーラーそのものに反対していない、住宅地に近い

ものや危険な土地に計画されているものに反対してい

る 

・移住して静かに暮らしてきたのに隣接地にメガソーラー

ができると考えると不安と恐怖しかない 

・来年の３月着工予定を食い止めるため、ぜひ立ち上がっ

て力いっぱいやっていただき間に合わせてほしい 

特記事項 

長谷川広報広聴常任委員会委員長よりメガソーラー計画

に関連した議会の動きについて説明 

・８月 「白老町石山地区の居住区に隣接するメガソーラ

ー建設に関する陳情書」受理 



※定例会９月会議で総務文教常任委員会に付託 

・10月 陳情審査（総務文教常任委員会） 

※定例会 10月会議にて趣旨採択 

・10月 「白老町のメガソーラー計画に関する陳情書」 

「メガソーラー建設による林産業等への影響に

関する陳情書」受理 

※定例会 12 月会議で議会運営委員会、総務文教

常任委員会、産業厚生常任委員会に付託 

・12月 定例会 12月会議 

「太陽光発電事業の適正な導入に向けた法制度

の整備を求める意見書」「太陽光発電設備のリサ

イクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書」 

可決 

・12月 陳情審査（陳情に関する連合審査会） 

 


